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特集
こんな町に住みたい！　
～みんなでまちづくり交流会～

夜空を焦がす祈りの炎
　１月30日、望山公民館でおさいとうがおこな

われました。おさいとうは小正月の代表的な行

事で、正月のお飾りやお札などを御神木ととも

に燃やして、１年の豊作を祈ります。この日は

望山地区の皆さんのほか美郷地区の子ども会も

参加し、燃え盛る炎を見守りました。



•

投
票
時
間
に
つ
い
て

　
午
前
７
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
で
す
。

た
だ
し
、
次
の
投
票
区
は
繰
り
上
げ
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◇�

２
時
間
繰
り
上
げ(

午
前
７
時
～
午
後

６
時)

　
・
第
５
投
票
区
（
用
）

　
・
第
15
投
票
区
（
貫
見
）

　
・
第
16
投
票
区
（
沢
口
）

　
・
第
17
投
票
区
（
柳
川
）

◇�

１
時
間
繰
り
上
げ(

午
前
７
時
～
午
後

７
時)

　
・
第
13
投
票
区
（
十
八
才
）

　
・
第
14
投
票
区
（
月
布
）

•

投
票
で
き
る
方

　
大
江
町
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

る
次
の
要
件
を
満
た
す
方
。

①�

平
成
８
年
２
月
22
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

20
歳
に
達
す
る
方

②�

平
成
27
年
11
月
15
日
以
降
、
引
き
続
き

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

•
 

転
入
・
転
出
さ
れ
た
方
の
投
票

に
つ
い
て

　
平
成
27
年
11
月
15
日
ま
で
に
転
入
さ
れ

た
方
は
投
票
で
き
ま
す
。

　
平
成
28
年
２
月
21
日
ま
で
に
町
外
に
転

出
さ
れ
る
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

•
 

町
内
で
転
居
さ
れ
た
方
の
投
票

　
に
つ
い
て

　
平
成
27
年
２
月
15
日
以
降
、
町
内
の
他

大
江
町
長
選
挙

投
票
日
は
２
月
21
日(

日)

　任期満了に伴う大江町長選挙が、２月16日告示、２月

21日投開票の日程でおこなわれる予定です。

　町長選挙は、次代の町政を担う代表者を選ぶ最も身近

な選挙です。これから町がどんな方向に進むべきか、町

民の皆さんの考えを町政に反映させる大切な機会でもあ

ります。貴重な一票を、自分の意志で投票しましょう。

投
票
時
間
／
午
前
７
時
～
午
後
８
時

期
日
前
投
票
／
２
月
17
日(

水)

～
20
日(

土)

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時
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の
投
票
区
に
転
居
さ
れ
た
方
は
、
転
居
前

の
投
票
区
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

•

投
票
所
入
場
券
、選
挙
公
報
の
発
行

　
投
票
所
に
は
、
投
票
所
入
場
券
を
忘
れ

ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
投
票
所
入
場
券

は
、
２
月
16
日
以
降
に
郵
送
に
よ
り
各
世

帯
へ
配
布
し
ま
す
。
届
い
た
ら
す
ぐ
に
内

容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
も
し
誤
り
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
す
が
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
候
補
者
の
政
見
を
記
載
し
た
選

挙
公
報
を
２
月
17
日
以
降
に
配
布
し
ま
す
。

•

期
日
前
投
票
に
つ
い
て

　
投
票
日
に
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予

定
が
あ
る
方
や
、
レ
ジ
ャ
ー
や
買
い
物
な

ど
で
投
票
日
に
投
票
区
に
い
な
い
方
で
も

簡
単
な
手
続
き
で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま

す
。

◇
期
間
／
２
月
17
日（
水
）～
２
月
20
日（
土
）

◇
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

◇
場
所
／
役
場
１
０
２
会
議
室
（
１
階
）

※
投
票
所
入
場
券
（
ハ
ガ
キ
）
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
紛
失
さ
れ
た
と
き
や
ま
だ

お
手
元
に
届
い
て
い
な
い
と
き
は
受
付
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
）。

•

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　
指
定
施
設
（
病
院
な
ど
）
や
町
外
の
滞

在
地
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投
票
は
、
期

日
前
投
票
と
同
じ
期
間
に
実
施
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
指
定
施
設
（
病
院
な
ど
）

や
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

•

開
票
に
つ
い
て

　
開
票
は
、
２
月
21
日（
日
）午
後
９
時
か

ら
東
地
区
公
民
館
ホ
ー
ル
で
お
こ
な
い
ま

す
。
町
内
の
選
挙
権
を
有
す
る
方
は
参
観

で
き
ま
す
。

※
選
挙
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
大

江
町
選
挙
管
理
委
員
会
☎（
６
２
）２
１
１

１
ま
で

（単位：人）

投票所 男 女 計

第１　左沢 1,098 1,151 2,249

第２　藤田 360 435 795

第３　小見 257 282 539

第４　富沢 83 87 170

第５　用 24 26 50

第６　深沢 137 133 270

第７　伏熊 98 78 176

第８　小漆川 501 489 990

第９　諏訪原 389 405 794

第10　荻野 94 93 187

第11　顔好 97 104 201

第12　塩野平 65 69 134

第13　十八才 93 92 185

第14　月布 88 83 171

第15　貫見 81 73 154

第16　沢口 30 28 58

第17　柳川 32 36 68

第18　木の沢 89 101 190

合　計 3,616 3,765 7,381

《参考》　選挙人名簿登録者数

平成27年12月１日基準日で作成しています。
最終の有権者数は選挙前日に確定します。

大江町長選挙立候補予定者による

◆日時／２月14日㈰

　　　　午後２時～４時（午後１時30分開場）

◆場所／東地区公民館

◆参加資格／大江町民　先着400名

◆参加費／無料

※�お問い合わせは、主催者事務局（公益社団

法人寒河江青年会議所）☎84-8881まで

公開討論会開催

山形県選挙啓発ポスターコンクール
高校生の部　特選

白田小夏さん（左沢高校２年）の作品

3・広報おおえ



　
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選
定
さ
れ
た

町
並
み
の
ひ
と
つ
、
左
沢
内
町
・
横
町
通

り
。
城
下
町
の
面
影
を
し
の
ば
せ
る
木
造

建
築
が
立
ち
並
ぶ
中
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
２
階
建
て
の
建
物
が
静
か
に
た
た

ず
ん
で
い
ま
す
。
旧
き
ら
や
か
銀
行
大
江

支
店
―
―
―
―
商
店
街
の
、
そ
し
て
町
全

体
の
活
性
化
の
切
り
札
と
し
て
、
今
注
目

さ
れ
て
い
る
建
造
物
で
す
。

　
こ
の
建
物
に
関
わ
る
歴
史
は
、
今
か
ら

１
１
８
年
前
、
明
治
31
年
に
始
ま
り
ま
す
。

羽
前
長
崎
銀
行
の
左
沢
出
張
所
が
こ
の
年

に
設
置
さ
れ
、
左
沢
支
店
が
置
か
れ
ま
し

た
。
し
か
し
昭
和
11
年
に
起
こ
っ
た
大
火

に
よ
っ
て
、
当
時
の
店
舗
は
全
焼
。
そ
の

後
今
の
建
物
が
建
造
さ
れ
、
平
成
ま
で
銀

行
と
し
て
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
19
年
に
は
き
ら
や
か
銀
行
が
誕
生

し
、
き
ら
や
か
銀
行
大
江
支
店
と
な
り
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
に
は
、
同
銀
行
の

左
沢
支
店
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

大
江
支
店
は
閉
鎖
。
中
央
通
り
商
店
街
で

唯
一
、
戦
前
に
建
て
ら
れ
て
今
に
残
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
で
あ
り
、
歴
史
的
な

町
並
み
を
形
成
す
る
重
要
な
建
造
物
で
あ

り
な
が
ら
、
空
き
店
舗
と
し
て
そ
の
た
た

ず
ま
い
を
残
す
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

こんな町に住みたい！

　「こういう施設があったら楽しいだろうな」「こういう場所だったら、もっとたくさんの人が来て

くれるんじゃないかな」そんなふうに、理想の町の姿をあれこれ思い描いたことはないでしょうか。

近い将来、もしかしたらそれは現実のものになるかもしれません。そのカギのひとつといえるのが、

今は使われなくなった左沢内町・横町通りの旧銀行の建物です。

　学生たちの探究心と、町民の皆さんのアイデアが今ここに結集。町の経済活動を支えていたかつ

ての銀行が、新しい姿で目覚めようとしています。

〈
年
号
〉
　
〈
で
き
ご
と
〉

明
治
31
年
　�

羽
前
長
崎
銀
行
左
沢
出
張
所
が
設

置
さ
れ
る

昭
和
11
年
　�

大
火
で
羽
前
長
崎
銀
行
が
全
焼
。

そ
の
後
再
建
さ
れ
る

昭
和
23
年
　�

羽
前
長
崎
銀
行
が
両
羽
銀
行（
後

の
山
形
銀
行
）に
買
収
さ
れ
る

昭
和
25
年
　�

左
沢
町
が
旧
羽
前
長
崎
銀
行
を
自

治
体
警
察
の
庁
舎
と
し
て
買
収
し
、

改
修
を
お
こ
な
う

昭
和
29
年
　�

山
形
相
互
銀
行
が
旧
左
沢
自
治
体

警
察
庁
舎
を
左
沢
町
か
ら
買
収
し
、

左
沢
支
店
と
す
る

平
成
元
年
　�

山
形
相
互
銀
行
が
山
形
し
あ
わ
せ

銀
行
と
改
称
す
る

平
成
19
年
　�

山
形
し
あ
わ
せ
銀
行
と
殖
産
銀
行

が
合
併
し
き
ら
や
か
銀
行
が
誕
生
。

き
ら
や
か
銀
行
大
江
支
店
と
な
る

平
成
20
年
　�

き
ら
や
か
銀
行
大
江
支
店
が
閉
鎖

さ
れ
る

平
成
25
年
　�

旧
き
ら
や
か
銀
行
大
江
支
店
が
大

江
町
に
寄
贈
さ
れ
る

旧
き
ら
や
か
銀
行
大
江
支
店
の
歴
史

旧
き
ら
や
か
銀
行
大
江
支
店

�

秘
め
ら
れ
た
可
能
性

～みんなでまちづくり交流会～
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芸
工
大
生 

× 

町
民

し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
25
年
12
月
に
こ
の
建
物

が
町
に
寄
贈
さ
れ
、
転
機
が
訪
れ
ま
す
。

町
の
所
有
と
な
っ
た
こ
と
で
建
物
を
保
存

し
て
い
く
目
途
が
立
ち
、
重
要
文
化
的
景

観
の
構
成
要
素
に
追
加
す
る
た
め
の
調
査

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
後

も
建
物
を
残
し
て
い
く
た
め
に
は
耐
震
補

強
工
事
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　
町
の
歴
史
に
１
ペ
ー
ジ
を
刻
ん
だ
、
昭

和
初
期
の
建
物
の
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
を
残

し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
生

か
す
拠
点
に
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
か
つ

て
の
銀
行
が
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
の
、
さ

ま
ざ
ま
な
可
能
性
を
探
る
試
み
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
こ
れ
か
ら
を

�

考
え
る
会
が
始
ま
る

　
み
ん
な
が
楽
し
く
利
用
で
き
て
、
地
域

や
町
全
体
が
よ
り
活
性
化
で
き
る
よ
う
な

施
設
に
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆

さ
ん
か
ら
幅
広
く
意
見
を
出
し
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
若
い
世
代

の
視
点
、
さ
ら
に
は
他
の
自
治
体
の
事
例

や
外
部
か
ら
の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

も
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
建
物
利
活
用
の
た
め
の
基
礎

調
査
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
に
つ
い

て
、
東
北
芸
術
工
科
大
学
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
学
科
の
岡
崎
エ
ミ
准
教
授
と
、

学
生
の
皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ
ザ

イ
ン
学
科
は
平
成
26
年
に
新
設
さ
れ
た
学

科
で
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

住
民
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
能
力
を
養
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
学
生
た
ち
は
、

県
内
各
地
で
実
際
に
地
域
に
入
っ
て
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
町
で
学
生
た
ち
が
ま
ず
お
こ
な
っ
た

の
は
、
町
の
歴
史
や
現
状
に
つ
い
て
デ
ー

タ
を
収
集
す
る
基
礎
調
査
と
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
直
接
会
っ
て
話
を
聞
く
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
で
す
。
左
沢
の
商
店
主
や
各
種
団

体
、
本
郷
・
七
軒
地
区
で
活
動
を
し
て
い

る
方
な
ど
、
６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
87

人
の
方
々
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
や

抱
え
て
い
る
課
題
な
ど
が
浮
か
び
上
が
っ

て
き
ま
し
た
。

　
10
月
８
日
、
学
生
た
ち
が
自
分
の
足
で

調
べ
て
分
析
し
た
「
大
江
町
の
今
」
を
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
発
表
す
る
場
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
第
１
回
目
と
な
る
「
み
ん
な

で
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
」
で
す
。
こ
の
日

は
約
50
名
の
方
が
参
加
。
学
生
た
ち
の
目

か
ら
見
た
町
の
現
状
に
つ
い
て
、
そ
し
て

旧
銀
行
店
舗
の
こ
れ
か
ら
の
活
用
方
法
に

つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
お
こ
な
わ

第１回まちづくり交流会
in 役場大会議室 「大江町の今を知ろう！」

調査結果から見えた
大江町の魅力と課題

旧銀行店舗の役割

①
さまざまな

年代・地域のひとが
気軽に交流できる場

②
大江町の魅力を

生かした場

基礎調査＆　
　　ヒアリング

　　　①豊かな自然
　　　②商店街がある
　　　③距離がちょうどいい
　　　④人柄・人情

魅
力

　　　①担い手不足
　　　②買い物が大変
　　　③地区同士のつながりが希薄

課
題

5・広報おおえ



れ
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
考
え
を
ま
と
め
た
結
果
、「
旧

銀
行
店
舗
を
ど
の
よ
う
に
生
か
す
か
」
と

い
う
方
向
性
は
、
大
き
く
分
け
て
２
つ
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
・
地
域
の
人
が
気
軽

に
交
流
で
き
る
場
」「
大
江
町
の
魅
力
を

生
か
し
た
場
」
と
な
り
ま
し
た
。

理
想
の
ま
ち
へ

�

近
づ
く
た
め
に
　
　

　
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
を
通
し
て
目
指
す

も
の
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
思
い
描
く
理

想
の
町
の
姿
で
す
。
旧
銀
行
店
舗
の
利
活

用
案
を
考
え
る
の
は
、「
将
来
、
こ
ん
な

大
江
町
に
な
っ
て
い
て
ほ
し
い
」
と
い
う

想
像
図
を
現
実
に
す
る
た
め
の
手
段
に
ほ

か
な
り
ま
せ
ん
。
第
２
回
ま
ち
づ
く
り
交

流
会
の
テ
ー
マ
は
、
目
標
と
な
る
「
み
ん

な
が
住
み
た
い
ま
ち
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
明

確
に
す
る
こ
と
で
し
た
。

　
８
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
話
し

合
い
の
中
で
、
未
来
に
残
し
て
お
き
た
い

も
の
と
し
て
町
の
伝
統
文
化
や
景
観
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
や
助
け
合
い
の
精
神

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
新
た

に
取
り
入
れ
た
い
も
の
や
変
え
た
い
も
の

と
し
て
は
、
子
ど
も
や
若
い
世
代
が
暮
ら

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
、
観
光
客
を
も

て
な
す
体
制
、
自
然
や
景
観
な
ど
恵
ま
れ

た
資
源
の
有
効
活
用
な
ど
が
必
要
だ
と
す

①未来につながるまち
②自分でできることは
　自分たちでやるまち
③自分らしく生きられるまち
④多様なつながりを持つまち
⑤○○なら大江！といえるまち

ワークショップから見えた
５つのビジョン

目標
手段

「私たちはどんなまちに住みたいだろうか」

「旧銀行店舗の利活用方法を考えよう」

　理想の大江町について考える、第２
回目の交流会。参加者は８つのグルー
プに分かれ、３つのステップで話し合
いを進めました。みんなの描く理想像
が、模造紙に次々と書き出されていき
ます。最後に、それぞれのグループで
出たビジョンを発表しました。

　第３回・第４回まちづくり交流会では、第
２回でまとまった５つのビジョンに沿って利
活用のアイデアを出しあい、さらに平面図を
使用して、どの場所でどんなことをするか、
間取りを作成しました。
　第５回交流会では、アイデアの実現のため
のより具体的な運営方法を話し合いました。

１階は、日中はカフェ、夜はバーとして

「くつろげる空間」に。観光案内所も設

けて、情報発信の基地としても活用。

２階は「みんなの空間」。広いスペース

を生かしてギャラリーやコンサート、パ

ブリックビューイングもできるフロアに。 　栃木県鹿沼市を中心に、

空き家を活用した起業支援

などをされています。

　11月12日のまちづくり

交流会では、風間さんが空

き家を利用して開業したカ

フェ「日光珈琲」を紹介。

まちづくりのポイントを教

えていただきました。

①大切なもの・未来に残したいものは？
②取り入れたいもの・変えたいものは？
③理想の大江町は、どんなまち？

「自分らしく生きられるまち」
グループのアイデア

風間　教司さん

第３回交流会ゲスト

平成２８年２月号・6



る
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
て
、
皆
さ
ん
の
考
え
る
町
の
将
来
像

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
、
発
表
さ
れ
た
た

く
さ
ん
の
意
見
が
大
き
く
５
つ
の
ビ
ジ
ョ

ン
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
近
づ
く
た

め
の
旧
銀
行
店
舗
の
利
活
用
法
を
考
え
る

ま
ち
づ
く
り
交
流
会
が
、
11
月
12
日
か
ら

３
回
に
わ
た
っ
て
開
催
。「
自
分
た
ち
で

物
を
作
れ
る
」「
誰
で
も
気
軽
に
入
れ
る
」

「
情
報
発
信
の
拠
点
に
」「
ラ
イ
ブ
や
映
画

鑑
賞
が
で
き
る
よ
う
に
」
…
…
限
り
な
く

湧
き
出
て
く
る
ア
イ
デ
ア
を
、
建
物
内
の

空
間
に
ど
の
よ
う
に
し
て
収
め
て
い
く
か
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
れ
を
お
こ
な
う

か
。
付
箋
紙
や
平
面
図
を
使
っ
た
話
し
合

い
を
重
ね
る
ご
と
に
、
空
っ
ぽ
だ
っ
た
建

物
の
内
部
が
、
具
体
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ

で
徐
々
に
塗
り
替
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

生
ま
れ
変
わ
る
銀
行

�

実
現
へ
の
道
の
り

　
年
が
明
け
て
１
月
21
日
。
５
回
の
ま
ち

づ
く
り
交
流
会
を
経
て
ひ
と
つ
の
形
に
ま

と
め
ら
れ
た
旧
銀
行
店
舗
の
レ
イ
ア
ウ
ト

案
が
、
芸
工
大
の
学
生
た
ち
に
よ
っ
て
東

地
区
公
民
館
で
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
口
を
開
け
て
す
ぐ
目
の
前
に
広
が
る

１
階
の
営
業
室
は
、
広
々
と
し
た
カ
フ
ェ

に
変
身
。
一
人
で
く
つ
ろ
ぐ
こ
と
も
、
大

人
数
で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
、
カ
ウ
ン
タ
ー

で
店
員
と
の
会
話
を
楽
し
む
こ
と
も
可
能

で
す
。
入
口
の
横
に
は
「
観
光
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
」
が
い
る
観
光
案
内
所
。
初
め
て

訪
れ
た
観
光
客
に
も
、
町
の
魅
力
を
存
分

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
階
へ
上
が
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途

に
使
え
る
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
が
待
っ
て

い
ま
す
。
も
と
も
と
ホ
ー
ル
だ
っ
た
こ
の

場
所
は
、
ラ
イ
ブ
や
パ
ー
テ
ィ
ー
、
展
覧

会
な
ど
、
利
用
者
の
ア
イ
デ
ア
次
第
で
ど

ん
な
こ
と
で
も
で
き
る
、
無
限
の
可
能
性

を
持
っ
た
空
間
で
す
。
ま
た
、
食
事
会
や

料
理
教
室
な
ど
を
開
け
る
レ
ン
タ
ル
キ
ッ

チ
ン
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
交
流
会
に
参
加
者
し
た
皆

さ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
こ
う
し
て
ひ
と
つ

の
図
面
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。「
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
と
交
流
し
た
い
」

「
自
分
の
住
む
町
に
誇
り
を
持
ち
た
い
」

そ
う
し
た
強
い
思
い
が
、
色
濃
く
表
れ
た

レ
イ
ア
ウ
ト
だ
と
い
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
旧
銀
行
店
舗
の
新
し
い
姿
は
、

こ
れ
で
決
定
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
は
参
加
者
が
４
つ
の
チ
ー
ム
に
分
か

れ
て
実
際
の
運
営
方
法
な
ど
に
つ
い
て
検

討
を
重
ね
、
設
計
者
に
委
託
し
て
最
終
的

な
設
計
図
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
レ
ト
ロ

な
建
物
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
す
。

町の魅力を
内外に発信
する案内所

１階

料理教室や食事会、２階全体を使えば
大人数でのパーティーも可能

薪ストーブの暖炉を囲んで
交流できるカフェ

コンサートや
セミナーなど、
さまざまな
イベントを
開催できます

　これまでのまちづくり交流会

で集まったアイデアをまとめた

図面。内外の交流の拠点として

どのように運営していくのか、

これからの検討課題です。

特産品などの
展示スペース

銀行店舗から交流と情報発信の拠点へ！

２階

「旧銀行店舗の利活用方法で、

一番多かった意見が『カフェ』

です。この結果には、より多

くの人たちと交流したいとい

う参加者の皆さんの望みが表

れていると思います。

　かつて左沢・本郷・七軒の

３地区の間、そして町外とは

舟運でつながっていました。

生まれ変わった旧銀行店舗は、

それに代わる新しいつながり

をもたらし、みんなが町を自

慢できるような場所になって

いくのではないでしょうか」

東北芸術工科大学

   岡崎エミ 准教授

新
し
い「
つ
な
が
り
」を

生
み
出
す
発
信
地
に

7・広報おおえ

■ 特集　こんな町に住みたい！　～みんなでまちづくり交流会～



平成２6年度

　
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別
会
計
の
決
算
が
12
月

定
例
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
７
つ
の
特
別

会
計
の
総
額
は
、
歳
入
が
８1
億
３
１
１
８
万
７
６
２
８
円
、

歳
出
が
７７
億
２
１
４
５
万
９
０
８
６
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町税…………………………… 7億8,036万円

地方譲与税………………………… 5,738万円
利子割交付金………………………… 158万円
配当割交付金………………………… 344万円
株式等譲渡所得割交付金……………… 187万円
地方消費税交付金………………… 8,853万円
自動車取得税交付金…………………… 790万円
地方特例交付金……………………… 337万円
地方交付税……………………23億1,920万円
交通安全対策特別交付金……………… 105万円
分担金及び負担金…………………… 374万円
使用料及び手数料………………… 7,732万円
国庫支出金……………………… 6億862万円
県支出金……………………… 4億3,456万円
財産収入…………………………… 1,242万円
寄付金………………………………… 302万円
繰入金…………………………… 2億938万円
繰越金………………………… 3億8,065万円
諸収入……………………………… 6,959万円
町債…………………………… 5億1,910万円

議会費……………………………… 8,999万円
総務費………………………… 9億5,984万円
民生費…………………………10億7,505万円
衛生費………………………… 2億1,644万円
労働費………………………………… 854万円
農林水産業費………………… 3億6,886万円
商工費………………………… 1億8,830万円
土木費………………………… 6億8,990万円
消防費………………………… 2億5,755万円
教育費………………………… 5億4,549万円
災害復旧費…………………… 2億9,192万円
公債費………………………… 5億9,089万円
諸支出金…………………………… 3,569万円

固定資産税………… 3億5,843万円
町民税……………… 3億3,253万円
町たばこ税………………4,706万円
軽自動車税………………2,305万円
都市計画税………………1,880万円
入湯税……………………… 49万円

土地… 1,453,663㎡
建物（延床面積）… 56,740㎡
道路（町道）・橋りょうの延長… 206,113ｍ
車輌… 81台
有価証券など… 7,131万円
積立金（基金）… 21億1,569万円
温泉権（４件）… 3億4,693万円

※すべての会計の合計。車輌には除雪車や消防自
動車、小型動力ポンプなども含まれます。

町
税
の
内
訳

一 般 会 計
歳入総額 55億8,308万円 歳出総額 53億1,846万円

●●各会計の決算状況●●

国民健康保険特別会計……… 9億6,288万円
後期高齢者医療特別会計…………… 9,567万円
介護保険特別会計……………10億4,162万円
宅地造成事業特別会計……… 1億2,899万円
簡易水道事業特別会計……………… 957万円
公共下水道事業特別会計……… 2億6,581万円
農業集落排水事業特別会計……… 4,357万円

国民健康保険特別会計……… 8億7,911万円
後期高齢者医療特別会計…………… 9,374万円
介護保険特別会計…………… 9億8,962万円
宅地造成事業特別会計……… 1億2,875万円
簡易水道事業特別会計……………… 804万円
公共下水道事業特別会計……… 2億6,104万円
農業集落排水事業特別会計……… 4,270万円

特 別 会 計
歳入総額 25億4,811万円 歳出総額 24億300万円

収益的収入…………………… 2億4,684万円
資本的収入…………………… 1億2,745万円

収益的支出…………………… 2億4,787万円
資本的支出…………………… 1億9,779万円

※資本的収支の不足額については、当年度消費税資本的収支調整額、当年度損益勘定留保資金で補てん

水道事業会計
収入総額 3億7,429万円 支出総額 4億4,566万円

　決算規模は、歳入が55億8,308万円（3.5％の増）、歳出は、53億1,846万円（6.0％の増）となりました。前年度比較で増となった主な要因は、
歳入は町税や地方交付税が減少した一方で、国庫支出金や町債が増加したため、全体では増となっています。また、歳出は補助災害復旧事業
や町道改良事業、健康温泉館改修事業などの投資的経費が大きく増加したことが要因となっています。

一般会計の主な増減  　　　　　　　　　　  　　単位：万円、％
歳入総額

平成26年度 平成25年度 増減額 増減率 歳出総額
(性質別)

平成26年度 平成25年度 増減額 増減率
55億8,308 53億9,639 1億8,669 3.5 53億1,846 50億1,573 3億273 6.0

町税 7億8,036 8億610 △…2,574 △…3.2 人件費 8億6,919 9億1,641 △…4,722 △…5.2
地方交付税 23億1,920 24億3,710 △1億1,790 △…4.8 扶助費 4億9,784 4億5,963 3,821 8.3
国庫支出金 6億862 5億3,159 7,703 14.5 補助費等 4億7,562 4億9,527 △…1,965 △…4.0
県支出金 4億3,456 3億9,147 4,309 11.0 公債費 5億9,089 6億3,204 △…4,115 △…6.5
繰入金 2億938 1億7,529 3,409 19.4 繰出金 5億6,525 5億5,966 559 1.0
町債 5億1,910 4億3,560 8,350 19.2 普通建設事業費 9億379 8億130 1億249 12.8

決
算
報
告町の財産状況
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単位：万円

区　　分 24年度末 25年度末 26年度末
発 行 （ 借 入 ） 額 5億4,980 4億3,560 5億1,910
元金償還（返済）額 6億1,135 5億7,431 5億4,110
年 度 末 残 高 47億9,201 46億5,330 46億3,129

単位：万円

会計区分 24年度末 25年度末 26年度末
宅地造成事業特別会計 0 0 0
簡易水道事業特別会計 225 195 187
公共下水道事業特別会計 23億1,166 22億2,895 21億3,613
農業集落排水事業特別会計 3億1,455 2億9,455 2億7,652
水 道 事 業 会 計 6億7,510 6億5,748 7億2,178

合　　　計 33億356 31億8,293 31億3,630

町の人口／8,833人
（平成27年3月31日現在・住民基本台帳人口）

区　分 24年度 25年度 26年度
財 政 力 指 数 0.26… 0.26… 0.27…
経 常 収 支 比 率 86.0% 85.1% 85.6%
公 債 費 負 担 比 率 16.6% 15.1% 14.8%

※財政力指数とは、地方交付税法の規定により算定した基準財政収入額を
基準財政需要額で割って得た数値の過去３か年平均値です。自治体の
財政力を示す指数として用いられ、数字が大きければ大きいほど財政的
に豊かであるといえます。

※経常収支比率とは、町税や普通交付税などの使途を特定されない経常
的な一般財源収入に対して、人件費や公債費といった毎年必ず出ていく
経常的に支出されるお金の割合がどのくらいになっているかを示す値で
す。この値が大きくなればなるほど自由に使えるお金が少ないということ
になります。

※公債費負担比率とは、公債費に充当した一般財源が、一般財源総額に対
してどの程度の割合になっているかを示す指標です。この値が大きくな
ると、一般財源の使い道が制約されていることになります。

町民一人当たりの歳入と歳出

歳　入　　　　　　　　　　　　　　632,071円
町税 皆さんから納めていただいた税金 88,346円
地方交付税 団体間の財源の不均衡を調整するため、国税とし

て国が代わって徴収し、分配されたお金 262,561円
国・県支出金 町の事業に対し、国や県から交付されたお金 118,100円
町債 国や金融機関から借りたお金 58,768円
繰入金・諸収入・
財産収入・寄付金

基金を取り崩したお金、町有地などを売却して得
たお金、寄附をいただいたお金など 33,331円

繰越金 前年度から繰り越されたお金 43,094円
地方消費税交付金・自動車取得
税交付金など

消費税の一部、自動車取得税の一部として県から
交付されたお金など 12,198円

使用料及び手数料 施設や保育所の使用料、住民票をとるときの手数料など 8,754円
地方譲与税 国が徴収した自動車重量税などから分配されたお金 6,496円
分担金及び負担金 施設の入所費用など特定の利益を受ける方に負担

していただいたお金 423円

町民一人あたりの町債残高(一般会計)　524,317円

歳　出　　　　　　　　　　　　　　602,113円
民生費 高齢者、障害者、児童など福祉の費用 121,708円
総務費 地域振興や徴税、戸籍、選挙などの費用 108,665円
土木費 道路、河川、公園の整備などの費用 78,105円
公債費 国や金融機関から借りたお金の返済費用 66,896円
教育費 小・中学校や生涯学習、体育振興などの費用 61,756円
農林水産業費 農業や林業の振興、土地改良事業などの費用 41,759円
消防費 消防や消火栓の整備などの費用 29,158円
衛生費 保健衛生やごみ処理などの費用 24,504円
商工費 商工業の振興や各種観光イベントなどの費用 21,318円
議会費 議会の費用 10,188円
その他 労働者に対する金融対策などの費用ほか 38,056円

歳入
55億

8,308万円

歳出
53億

1,846万円

その他の経費
39.5%
21億240万円
●補助費等●物件費　
●維持補修費●繰出金
●積立金●その他

その他の経費
39.5%
21億240万円
●補助費等●物件費　
●維持補修費●繰出金
●積立金●その他

義務的経費
支出が義務付けられて
いるお金
36.8%
19億5,792万円
●公債費
●人件費　
●扶助費

投資的経費
建設工事などに使ったお金
23.7%
12億5,814万円
●普通建設事業費
●災害復旧事業費

投資的経費
建設工事などに使ったお金
23.7%
12億5,814万円
●普通建設事業費
●災害復旧事業費

自主財源
町が自主的に
収入できるお金
27.5%
15億3,648万円
●町税●繰入金●繰越金
●使用料及び手数料
●諸収入●財産収入
●寄付金
●分担金及び負担金 

依存財源
国・県から交付されたり、
借り入れたりしたお金
72.5%
40億4,660万円
●地方交付税●国庫支出金
●町債●県支出金
●地方譲与税
●地方消費税交付金
●自動車取得税交付金
●地方特例交付金
●利子割交付金
●交通安全対策特別交付金
●配当割交付金
●株式譲渡所得割交付金

依存財源
国・県から交付されたり、
借り入れたりしたお金
72.5%
40億4,660万円
●地方交付税●国庫支出金
●町債●県支出金
●地方譲与税
●地方消費税交付金
●自動車取得税交付金
●地方特例交付金
●利子割交付金
●交通安全対策特別交付金
●配当割交付金
●株式譲渡所得割交付金

国・県支出金
18.7%

町債
9.3%

歳入
632,071円

歳出
602,113円

地方交付税
41.5%

公債費
11.1%

総務費
18.1%

民生費
20.2%

その他
6.3%

議会費
1.7%

消防費
4.8%

商工費
3.5%
衛生費
4.1%

教育費
10.3%

土木費
13.0%

農林
水産業費
6.9%

地方消費税交付金・
自動車取得税交付金・
地方特例交付金など
1.9%

繰入金・諸収入・
財産収入・寄付金
5.3%

使用料及び手数料
1.4%

地方譲与税
1.0%

分担金及び負担金
0.1%

入湯税
55円
0.1%

町民税
37,646円
42.6%

町たばこ税
5,328円
6.0%

軽自動車税
2,610円
3.0%

都市計画税
2,128円
2.4%

固定資産税
40,579円
45.9%繰越金

6.8%

町税
14.0％

※都市計画税は下水道事業会計繰出金など、入湯
　税は柳川温泉施設改修などに充当しました。

町税の内訳

主な財政指標の推移（一般会計決算に基づくもの） 一般会計の町債（借入金）残高の推移

各特別会計の町債（借入金）年度末残高の推移

収支決算（一般会計）

9・広報おおえ



１. 平成２６年度国民健康保険特別会計決算の状況

　国民健康保険は、病気やケガをしたときに安心して医療を受けることが

できるよう、加入者であるみなさんが国民健康保険税を出し合い、お互い

を助け合う制度です。

　平成26年度の決算は、歳入歳出差引では8,377万円の黒字（下表③）となり、前年度からの繰越金や

翌年度精算金、基金の増減の影響を含めた実質的な収支も2,332万円の黒字（下表⑦）となりました。

　歳入の総額は、9億6,288万円で、このうち19.0％にあたる１億8,271万円が加入者の皆さんからの

保険税です。収納額は、昨年度と比較し被保険者数の減少や国保税の軽減措置が拡大されたことなどで

1,312万円減少しましたが、歳入全体の56.4％を占める国や県などの補助金・交付金は、486万円増の

5億4,368万円となっております。

　一方、歳出の総額は、8億7,911万円となりました。歳出に占める割合が最も大きいのが、病院など

にかかったときの医療費で歳出全体の58.7％となっています。近年は、高齢化や医療技術の高度化など

により一人あたりの医療費は増加していますが、被保険者数の減少やジェネリック医薬品の利用、特定

健診による病気の早期発見・早期治療などにより前年度より2,304万円減の5億1,578万円となりまし

た。また、国保共同事業などへの拠出金は1,157万円増の9,893万円となっています。

　また、年度末の基金残高は、前年度末と比べて2,185万円増加の１億5,647万円（下表⑧）となりました。

○決算額の推移

区　　分 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
①歳入総額… 8億 8,632 万円 9億 8,935 万円 11億 1,411 万円 9億 6,030 万円 9億 6,288 万円
②歳出総額… 8億 1,244 万円 9億 2,398 万円 10億 4,289 万円 8億 6,782 万円 8億 7,911 万円
③歳入歳出差引（①－②） 7,388 万円 6,538 万円 7,121 万円 9,248 万円 8,377 万円
④翌年度精算額（交付・返還額） △ 445万円 59万円 △ 1,089 万円 △ 2,041 万円 △ 1,023 万円
⑤給付基金繰入額（取崩額） △ 4,276 万円 △ 7,454 万円 △ 5,388 万円 0万円 0万円
⑥給付基金積立額 141万円 5,365 万円 1億 102 万円 800 万円 2,185 万円
⑦実質単年度収支（③～⑥合計－（前年の③＋④）） △ 2,634 万円 △ 2,436 万円 4,149 万円 1,975 万円 2,332 万円
⑧給付基金残高…（年度末）… 1億 38万円 7,948 万円 1億 2,662 万円 1億 3,462 万円 1億 5,647 万円
※表示単位四捨五入のため、金額の収支などが一致しない場合があります。

歳入
９億６，２８８万円

歳出
８億７，９１１万円

病院などに
かかったときの
医療費など
５億１，５７８万円
（58.7％）

後期高齢者医療への支援金
１億１，３９３万円
（13.0％）

補助金・交付金
5億4,368万円
（56.4％）

国保加入の皆さん
からの保険税
１億８，２７１万円
（19.0％） 介護保険への納付金

５，８０３万円
（6.6％）

町からの繰入金
７，７８４万円
（8.1％）

前年度からの繰越金
９，２４８万円
（9.6％）

その他
７１万円
（0.1％）

国保共同事業などへの
拠出金
９，８９３万円
（11.2％）

基金積立金
２，１８５万円 （2.5％）

その他
２，３１７万円 （2.6％）

総務費
３，５８４万円 （4.1％）

国保共同事業交付金
６，５４６万円
（6.8％）

健康づくりのための費用
１，１５８万円 （1.3％）

平成２6年度の
国民健康保険事業の
運営状況をお知らせします
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　国民健康保険の加入世帯で、病院などで診療を受
けられた世帯に『医療費のお知らせ』をお届けして
います。
　これは、国保加入の方が受診した医療機関や医療
費の総額を確認していただくとともに、みなさんの
健康管理に役立てていただくためお知らせしている
ものです。
　健康づくりと健康管理として、日ごろから栄養・
運動・休養をバランスよくとり、年に１回は特定健
診（一日人間ドック・ミニドック）を受診して、病
気の早期発見・早期治療に役立てることが大切です。

　『医療費のお知らせ』を
　　　　　　お届けしています

『ジェネリック医薬品利用促進の
� お知らせ』をお届けしています

Ｈ22　　　Ｈ23　　　Ｈ24 　　　Ｈ25 　　　Ｈ26 

1億7,278万円

1億9,696万円
1億9,583万円

1億7,435万円

収納率収納額
95.9％94.9％ 95.9％ 95.8％

95.0％
2億円

1.5 億円

1億8,271万円

95.9％

　国民健康保険は、みなさんからの国民健康保険税で支え

られています。加入者のみなさんが診療を受けたときの医

療費の支払いにあてられています。

　平成26年度の収納額は、被保険者数の減少や軽減措置が

拡大されたことにより減少しています。

　収納率（調定額に対する収納額の割合）は、前年度と同

率の95.9％となっています。

　今後も国保制度の健全な運営を支えるため、国保税の期

限内納付をお願いします。

２. 国民健康保険税の収入状況

Ｈ22 　　Ｈ23 　　Ｈ24 　　Ｈ25 　　Ｈ26

7,948万円

1億2,662万円
1億3,462万円

1億38万円

1.5 億円

1億円

1億5,647万円

　給付基金は、国民健康保険事業の安定的な運営のために

積み立てをおこない、突発的な医療費の増加などが生じた

場合に、歳入不足を一時的に補うためのものです。

　近年は、平成24年度の税率改定や25・26年度の医療費抑制

の効果により、基金の取崩しをおこなわず積み立てができ

たことにより基金残高は、１億5,647万円になっています。

３. 給付基金残高の推移

Ｈ22 　　Ｈ23 　　Ｈ24 　　Ｈ25 　　Ｈ26

307,986円

335,325円

300,830円

278,054円

32 万円

30万円

28万円

26万円

305,813円

　医療費は社会の高齢化や医療技術の進歩、生活習慣病な

どの慢性疾患の増加など、さまざまな理由で年々増加傾向

にあり、この状況が続けば事業運営をさらに圧迫してしま

うことになります。

　24年度をピークとし減少していますが、26年度は再び増

加傾向となっています。今後も健康診断や各種検診を積極

的に利用して病気の予防や早期治療を心掛け、毎日の生活

に運動・食事・休養をバランスよく取り入れて、日頃からの

健康管理と健康づくりに心がけましょう。

４. １人あたりの医療費の推移

国民健康保険への加入者で、薬局等でお薬の処方を受け
た方を対象に『ジェネリック医薬品利用促進のお知らせ』
をお届けしています。
　ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同等の効能効
果があると国が認めた後発医薬品です。
　このお知らせによって、ジェネリック医薬品に切り替
えなければいけないということではありませんが、ジェ
ネリック医薬品を利用することで、お薬代の家計負担が
少なくなります
　ジェネリック医薬品を希望される場合は医師、薬剤師
にご相談ください。

職場の健康保険加入に伴う国民健康保険の資格喪失手続きを忘れずに
　国民健康保険に加入している方が職場の健康保険に加入した場合、自動的に国民健康保険の資格喪失となりま
せんので、職場の健康保険証をお持ちのうえ、必ず役場にてお手続きください。手続きを行わない限り国保税が
課税されることになります。
◎持ち物：職場の健康保険に加入された全員分の職場の健康保険証と国民健康保険証、印鑑
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　今年7月のオープンに向けて改築工事が進んでい

る中央公民館の現場見学会が、１月10日に開かれま

した。この見学会には約50名の方が参加。工事担当

者の案内で町産の西山杉を利用した木組みなどを見

学し、地熱を利用した空調や太陽光発電など、新し

い公民館の設備について説明を受けました。

　町屋風の外観に装いを変え、図書館や大小のホー

ル、調理室などを備えた新しい公民館は、7月上旬

に落成式がおこなわれ、利用開始となる予定です。

■７月落成に向け工事順調
　～中央公民館改築工事現場見学会～

《
第
４
回
定
例
会
》

　
平
成
27
年
大
江
町

議
会
第
４
回
定
例
会

が
12
月
３
日
か
ら
11

日
ま
で
の
会
期
で
開

か
れ
ま
し
た
。
今
定

例
会
で
は
、
平
成
26
年
度
決
算
や
今
年
度

の
各
会
計
の
補
正
予
算
、
条
例
制
定
・
改

正
案
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
渡
邉
町
長
か
ら
行
政
報
告
が
あ

り
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

行
政
報
告

職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

　
平
成
28
年
度
採
用
予
定
職
員
に
つ
い
て

は
、
9
月
20
日
に
第
１
次
試
験
、
10
月
25

日
に
第
２
次
試
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
最

終
的
に
上
級
行
政
職
１
名
を
合
格
者
と
し
、

採
用
内
定
通
知
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

大
江
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

に
つ
い
て

　
町
の
都
市
計
画
の
指
針
で
あ
る
大
江
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

町
の
総
合
計
画
や
県
の
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
に
合
わ
せ
て
見
直
し
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
県
と
の
意
見
調
整
や
パ
ブ
リ
ッ

　各地域の地域おこし協力隊員の活動事例を発表す

る「地域おこし研修会」が、１月29日に山里交流館

で開催されました。この研修会は本町と６つの町村

で構成される「元気なまちづくり推進会議」が主催

し、今後の町おこしにつなげようとするものです。

　この日は5つの町村の隊員がこれまでの活動内容

を発表。本町からは、髙橋里奈さんと野木桃子さん

が着任してからのそれぞれの活動を説明し、佐々木

隆馬さんが山里交流館での活動内容を紹介しました。

■各地の町おこしの事例に学ぶ
　～元気な町づくり推進会議　地域おこし研修会～

　町の就農研修生受入協議会（ＯＳＩＮの会）では、

今年４月から新たに5名の研修生を迎えることにな

りました。そのうち、群馬県出身の吉本美奈さんと、

神奈川県出身の柏原千乃さん、太田さや香さんの３

名の研修予定者が１月21日に役場を訪問しました。

　柏原さんと太田さんは「すももや野菜の栽培に取

り組み、おいしい農作物をつくって楽しく仕事をし

たいです」と意気込みを語ってくれました。

■自由な発想で新しい農業を目指す
～新規就農研修生～

議会
town council
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ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、
都
市
計
画
審
議

会
へ
の
諮
問
を
経
て
、
第
３
次
大
江
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
策
定
し
ま

し
た
。

藤
田
地
区
住
宅
団
地
の
分
譲
状
況
に
つ
い
て

　
11
月
１
日
よ
り
分
譲
受
付
を
開
始
し
た

藤
田
地
区
住
宅
団
地
に
つ
い
て
は
、
12
月

１
日
時
点
で
20
区
画
の
う
ち
10
区
画
の
分

譲
者
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
９

名
の
方
が
、
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い

る
子
育
て
世
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

な
る
分
譲
促
進
に
向
け
、
今
後
も
各
種
Ｐ

Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

補
正
予
算

　
平
成
27
年
度
大
江
町
一
般
会
計
の
補
正

予
算
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
に
２
８

１
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
56
億
６
２
１

０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

《
第
１
回
臨
時
会
》

　
平
成
28
年
第
１
回
大
江
町
議
会
臨
時
会

が
、
１
月
27
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　
灯
油
等
購
入
費
助
成
事
業
に
か
か
る
補

正
予
算
と
、
中
央
公
民
館
と
図
書
館
の
備

品
購
入
に
つ
い
て
の
専
決
処
分
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

速
報
結
果

平
成
２7
年
国
勢
調
査

平成27年10月１日現在の大江町の姿は、

人　口　8,478 人
世帯数　2,631 世帯

　平成2７年10月１日現在でおこなわれた国勢調査は、日本に住んでいるすべて

の人・世帯を対象とした国の最も重要な統計調査です。

　調査結果は、さまざまな法令にその利用が定められているほか、社会福祉、雇

用政策、生活環境の整備、防災対策など私たちの暮らしのために役立てられます。

●速報結果の概要
　平成27年12月21日に山形県が発表した国勢調査の速報によると、大江町の平成

27年10月１日現在の人口は8,478人、世帯数は2,631世帯となっています。これを

前回おこなわれた平成22年調査結果の9,227人、2,691世帯と比較すると、人口は

749人減少、世帯数は60世帯減少しました。率にすると人口は8.1％の減、世帯数

は2.2％の減という結果です。人口は全町的に減少し、増減率は県内で21番目と

なっています。世帯数も、きらりタウン美郷への住宅建築などにより本郷地区が

ほぼ横ばいとなっていますが、七軒地区では大きく減少しています。

　山形県全体の人口は112万2,957人で、平成22年調査より45,967人減少、減少率

は3.9％となりました。

地区名
人　　　口 世　帯　数

平成27年
総　　数

平成22年
総　　数

平成22年との比較
平成27年 平成22年

平成22年との比較
増減数 増減率 増減数 増減率

左沢地区
人 人 人 ％ 世帯 世帯 世帯 ％

5,097 5,526 △429 △7.8 1,563 1,596 △33 △2.1

本郷地区 3,102 3,341 △239 △7.2 944 945 △1 △0.1

七軒地区 279 360 △81 △22.5 124 150 △26 △17.3

合　計 8,478 9,227 △749 △8.1 2,631 2,691 △60 △2.2

注）�この速報値は、平成27年12月21日現在で集計したものであり、今後総務省統計局から公表される数値
と異なる場合があります。

13・広報おおえ



　雪をテーマとした祭典「やまがた雪フェスティ

バル」が、１月29日から３日間にわたって寒河江

市の最上川ふるさと運動公園で開催されました。

このイベントは県および寒河江市と西村山４町が

今年初めて企画したもので、県内各地の雪まつり

のオープニングイベントとなるものです。

　会場内のブースでは、本町からもやまがた地鶏

やトマト鍋、チゲ鍋などを出店。ステージでは大

江アスリートクラブと正調最上川舟唄保存会が発

表をおこない、会場を訪れた大勢の来場者に町の

魅力をアピールしました。

１
29～31 雪の祭典で町をＰＲ

　だんごや色紙で木の枝を飾る「だんご木飾り」

が、１月13日にわかば保育園でおこなわれました。

この行事は、木の実に見立てただんごを木の枝に

さして豊作を祈る小正月の伝統行事にならって、

毎年１月中旬に実施されています。

　この日はわかば保育園の園児たちや、子育て支

援センターを利用する子どもたちと保護者の皆さ

んが参加。枝の先にだんごをさしたり、紙で作っ

た大判小判などをくくりつけたり、夢中で飾りつ

けをしていました。やがて枝いっぱいにだんごの

実をつけた木が、園内をにぎやかに彩りました。

１
13 だんごの実がいっぱいなったよ

　小正月の行事のひとつである雪中田植えが、１

月10日に歴史民俗資料館でおこなわれました。雪

中田植えは１月15日を中心とした小正月の時期

に、雪の中で田植えの動作をまねることで豊作を

祈願する行事です。この日は地域おこし協力隊員

の髙橋里奈さんと野木桃子さんが、笠とみのを身

にまとってわらと豆がらの束を雪の上に植えてい

きました。

　その後、田楽や青苧餅の雑煮などの小正月料理

が資料館内で振る舞われ、参加者は伝統的な季節

の味を楽しみました。

１
10 豊作を祈る伝統の小正月行事

　子どもたちに認知症について知ってもらうため

の「認知症サポーター小学生養成講座」が、12月

21日に本郷東小学校で開かれました。この講座は

5・６年生の児童が対象で、山形市の介護事業所

管理者の高橋明美さんを講師に迎え、認知症の原

因や症状の悪化を防ぐ方法などを学びました。

　講座終了後、認知症の方を支える「認知症サポー

ター」の目印であるオレンジリングが、受講した

児童全員に配付されました。児童からは「今日教

わったことを生かして、認知症の人を助けてあげ

たいです」といった感想が寄せられました。

12
21 今日からみんなサポーター

平成２８年２月号・14
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　教育委員会が開催しているカルチャー教室のひ

とつとして、「一閑張り体験教室」が１月18日に

東地区公民館で開かれました。一閑張りとは、竹

や木のかごに和紙をのりで貼り重ね、その上から

柿渋を塗った工芸品です。古くなった農具などを

再利用するために、かつては農閑期にさかんに作

られていました。

　初めての開催となったこの教室には、町内外か

ら12名の方が参加。多くの方が初めての体験でし

たが、「楽しいね」などと話しながら、ざるに和

紙を張りつけていく作業に没頭していました。

１
18 おしゃれで丈夫な伝統工芸

　冬本番を迎えるにあたり、事故に遭わないため

の安全な雪下ろしの方法を学ぶ講習会が、１月21

日に交流ステーションでおこなわれました。講師

は新潟県の長岡技術科学大学の上村靖司教授と、

尾花沢市でボランティアとして雪下ろしの指導を

おこなっている二藤部久三さん。参加者は雪下ろ

しをする際の危険な場所や、安全帯や命綱などの

使い方について

解説を受けまし

た。その後、駅

前駐輪場の屋根

に上り、安全な

装備での雪下ろ

し作業を実際に

体験しました。

　参加者は「急

な屋根だと特に

危険を感じるの

で、今日学んだ

ことをこれから

応用していきた

いです」と話し

ていました。

１
21 安全な雪下ろしの方法を学ぶ

　第23回町民つなひき大会が１月31日に体育セン

ターで開催され、12チーム160名が参加しました。

各チームとも呼吸を合わせて力いっぱい綱を引き

合い、応援の声にも熱が入っていました。

１
31 声を合わせていちに！いちに！

　自然を通して友情を深める「ドキドキ ！！ 自然

体験塾」が、１月23日に朝日少年自然の家で開催

されました。この日は町内の小学生のほか、宮城

県亘理町の長瀞小学校の児童26名も参加しました。

　午前中はグループに分かれて手打ちうどん作り

を体験。両町の小学生が協力してこねたうどんを、

天ぷらうどんや山形名物の「ひっぱりうどん」に

して味わいまし

た。

　午後からはタ

イヤチューブに

乗って雪の斜面

を滑る「チュー

ブすべり」に

チャレンジ。長

瀞小の子どもた

ちは、亘理町で

はあまり見られ

ない雪景色に大

喜びし、スピー

ドに乗って何度

も坂を滑り降り

ていました。

１
23 亘理町の仲間と力を合わせて

【男子の部】

優　勝／本郷東

準優勝／本郷西

第３位／本郷南(美郷)

　〃　／ＴＣ・Ｐぷる

【男女混合の部】

優　勝／藤田

準優勝／本郷東

第３位／左沢北

大 会 結 果

15・広報おおえ

皆さんの地域の情報をどしどしお寄せください。総務課情報システム係 ☎(62)2１８７Town TopicsTown Topics



●
　
短
　
歌
　
●

歳
重
ね
健
康
管
理
念
頭
に
悠
々
自
適
余
生
過
ご
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菅
井
　
妙
子

現う
つ
し

世よ

の
社
会
に
生
き
る
晩
年
は
真
心
尽
く
し
永と

わ久
の
平
和
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
田
　
　
馥

胸
痛
む
箱
根
の
山
を
走
り
来
し
た
す
き
手
に
し
も
継
ぐ
人
見
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
磨
砂
湖

雪
の
夜
寝
床
で
思
ふ
幼
き
日
囲い

ろ

り

炉
裏
囲
み
し
父
母
や
兄
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
家
　
重
之

老
い
て
い
ま
介
護
受
く
身
の
近
け
れ
ば
美
布
縫
う
手
に
も
真
心
こ
も
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菊
地
つ
ね
よ

山
あ
ひ
の
諏
訪
の
社
に
村
人
は
分
け
へ
だ
て
な
く
俳う

た諧
に
思
ひ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹
　
與
鼓

五
年
間
の
癌
と
の
た
た
か
い
卒
業
す
お
医
者
看
護
師
か
ぞ
く
に
感
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
　
徳
治

●
　
俳
　
句
　
●

初
詣
無
病
息
災
子
と
祈
願	

菅
井
　
妙
子

初
夢
に
古
里
を
見
て
目
覚
め
け
り	

松
田
　
　
馥

降
る
雪
を
見
つ
め
て
空
に
昇
る
か
な	

今
井
　
茂
樹

一
家
族
全
員
揃
い
し
初
日
の
出	

鴨
田
富
士
夫

老
い
て
な
ほ
未
知
茫
茫
の
初
日
記	

山
家
　
重
之

門
礼
者
雪
を
は
ら
い
て
一
礼
す	

阿
部
　
一
風

年
女
夢
も
あ
り
け
り
冬ふ
ゆ

薔そ
う

薇び	

安
藤
由
美
子

寒
雷
や
目
覚
め
て
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
聞
く	

金
子
脩
一
郎

春
近
し
結
婚
式
の
招
待
状	

清
野
今
日
子

目
印
は
お
で
ん
の
暖
簾
ク
ラ
ス
会	

熊
谷
　
　
勉

降
れ
ば
降
る
降
ら
ね
ば
降
ら
ぬ
雪
談
議	

舟
山
　
三
男

日
め
く
り
の
捲
ら
れ
ぬ
ま
ま
三
ケ
日	

伊
藤
　
啓
泉

　
昔
の
こ
と
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
、

「
東
日
本
大
震
災
」。
被
害
に
遭
わ
れ
た

方
か
ら
聞
い
た
言
葉
が
、
頭
に
凍
り
つ

い
た
ま
ま
だ
。「
何
も
、
な
ん
に
も
悪
い

こ
と
な
ど
ひ
と
つ
も
し
て
い
な
い
の
に
、

こ
ん
な
目
に
…
…
」、
防
げ
る
と
思
っ
て

や
っ
て
き
た
こ
と
が
木
っ
端
み
じ
ん
、

「
人
間
の
知
」
を
超
え
た
非
情
な
地
震
と
大
津
波
で
あ
っ
た
。

　「
東
日
本
大
震
災
」
に
動
い
た
日
本
人
の
「
被
災
地
支

援
」
の
行
動
に
は
―
「
他
人
に
何
か
を
支
援
す
る
大
変

さ
よ
り
、
支
援
さ
れ
る
方
々
の
方
に
数
倍
の
苦
し
さ
が

あ
る
。
や
っ
て
や
る
方
よ
り
、
や
っ
て
も
ら
う
方
が
大

変
な
の
だ
」
―
と
い
う
日
本
人
の
美
学
が
あ
っ
た
。
世

界
中
の
人
々
か
ら
「
支
援
行
動
」
に
高
い
評
価
が
寄
せ

ら
れ
た
所ゆ

え

ん以
で
あ
ろ
う
。
思
え
ば
震
災
時
に
大
江
町
民

は
心
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
被
災
者
の
支
援
に
動
い
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
る
方
は
、
１
ヶ
月
の
間
仙
台
に
通

い
続
け
、
床
下
に
潜
り
、
玉
の
汗
を
か
き
な
が
ら
、
泥

に
ま
み
れ
て
…
…
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
や
っ
て
も
ら

う
方
が
大
変
な
の
だ
」
と
、
淡
々
と
言
う
だ
け
だ
っ
た
。

　
２
月
８
日
、
宮
城
県
亘
理
町
と
大
江
町
の
「
災
害
時

応
援
協
定
」
の
調
印
が
行
わ
れ
た
。
あ
っ
て
は
困
る
し
、

起
き
て
は
ほ
し
く
な
い
が
、
想
定
外
の
災
害
時
に
は
、

町
対
町
で
「
応
援
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
内
容
で
、
本

当
に
「
心
強
い
協
定
」
だ
。
今
回
の
協
定
は
、
大
江
町

誕
生
以
来
、
町
対
町
と
し
て
は
、
初
め
て
の
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
亘
理
町
齋
藤
町
長
さ

ん
、
議
員
各
位
、
職
員
の
方
々
、
町
民
各
位
の
ご
厚
情

に
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

未
来
永え

い
ご
う
劫
、
二
つ
の
町
の
「
友
達
ち
か
ら
」
が
、「
あ
か

る
く
広
が
り
、
強
く
つ
な
が
る
」
よ
う
、
温
め
て
育
て

て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
大
江
町
民
一
同
で
努
力
し
続
け

た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。「
ま
さ
か
の
友
を
、
真
の
友
に
」。

大
江
町
長
　
渡
邉 

兵
吾

　内町・横町通りに沿った中央通り商店街の一角に、薬の髙取藻江

堂があります。髙取家がこの地に薬局を開設したのは大正６年で、

店名の「藻江」は最上川の呼称からとったと伝わっています。

　通りに面した店舗部分は店蔵で、元々は土蔵だった店舗の外壁部

分だけを改装した、いわゆる看板建築の好例といえるものでした。

昭和11年の大火の直後に改修されたと伝えられ、現在は正面部分が

新しくなっていますが、側面から土蔵の妻部分が確認でき、古くか

らの構造が残されていることがわかります。

　店、主屋に続いて一番奥に土蔵が位置しています。切妻の土蔵造

りで昭和29年に移築されたと推定されており、その時代以前の伝統

的な形式を伝えるものと考えられています。短冊地割の中で南北に

細長く配置された建物が、城下町の土地利用と舟運による発展を経

て展開した左沢町の暮らしを表しています。

シリーズ企画　町の魅力発見！ vol.29 薬の髙取藻
そうこうどう

江堂

町長
Column
町長
Column
コ ラ ム

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
ご
希
望
の
方
は
、毎
月
20
日（
必
着
）ま
で

　
役
場
総
務
課
に
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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↑自宅です。そろそろ1回目の雪下ろしをしないと…

み
ん
な
の
健
康
づ
く
り
を
支
え
た
い

　
林
　
桃
子
さ
ん
　（
21
歳
・
７
区
）

　短期大学を卒業後、昨年４月から朝日

町の介護施設で調理を担当している林さ

ん。50人以上の利用者の食事を１人で担

当し、それぞれの方に合わせて味付けや

硬さなどを変えないといけないので、始

めのうちは苦労したそうです。

「利用者の方の顔と名前をだんだんと覚

えて、好みや苦手なものもわかるように

なってきました。直接声をかけていただ

けると、励みになりますね」

　林さんは中学、高校と吹奏楽部でサッ

クスを担当し、短大でもジャズ研究会に

入って演奏を楽しんでいたそうです。就

職してからは楽器に触れる機会もなかな

かないそうですが、「仕事も少しずつ慣

れて来たので、そろそろ楽器もやってみ

たいですね」と意欲を見せていました。

　目標は、管理栄養士になって地域の皆

さんの健康づくりに貢献すること。

「そのためにも、調理の現場をしっかり

と学びたいです」と話してくれました。

地域おこし協力隊通信 №19

　早いもので、大江町に移住
してから1年が経ちました。
昨年は雪の多い年でした。半
日かけて雪かきした場所が1
回の落雪で元通りになって呆
然と立ち尽くし、ストーブを
つけても室温が5℃より上が
らないので家中のガラス窓に

プチプチを貼り、区長さん宅から帰る二日酔いの

朝は凍結した路面で10回も転び……カルチャー

ショックの連続が、まるで昨日のことのようです。

　今年は記録的に雪の少ない年だそうですが、柳

川もようやく積雪が増えてきました。慣れたよう

に思っていた雪かきですが、しばらくぶりにやっ

てみるとやっぱり重労働です。ある日、仕事を終

えて家に着くと、あれ？　玄関の雪がなくなって

いる。子連れの妻がやったにしてはキレイすぎる。

近所の方が除雪機で飛ばしてくれたのでした。本

当にありがたいことです。農家の方から果物を頂

いたり、近所の方から漬物やキノコをわけていた

だいたり、怪我をして病院に連れて行ってもらっ

たり……。私は地域に助けられながら生きている

のだな、と実感する毎日です。さて、じゃあ自分

は地域のために何ができるのか？

地域おこし協力隊　佐々 木隆馬

↓
２
歳
の
息
子
も
少
し
雪
に
慣
れ
て

き
ま
し
た
。
ゆ
き
ま
る
ま（
雪
だ
る
ま
）

に
話
し
か
け
て
い
ま
す

17・広報おおえ



灯
油
な
ど
の
購
入
費
を

助
成
し
て
い
ま
す

　
灯
油
な
ど
の
燃
料
確
保
が
困
難
と
な
っ

て
い
る
世
帯
の
冬
季
の
経
済
的
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
今
年
度
も
暖
房
用
燃
料
費

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

◆
対
象
世
帯
／
町
民
税
非
課
税
で
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
ひ
と
り
親
な
ど
で
18
歳
未
満
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
世
帯

③
重
度
の
障
害
者
が
い
る
世
帯

◆
助
成
限
度
額
／
５
千
円

◆
申
請
期
限
／
３
月
31
日（
木
）

◆
必
要
な
書
類
／
大
江
町
灯
油
等
購
入
費

助
成
事
業
支
援
申
請
書
、
平
成
27
年
12
月

１
日
以
降
に
灯
油
を
購
入
し
た
際
の
領
収

書
、
印
鑑
、
振
込
先
口
座
の
通
帳
の
写
し
、

障
害
者
世
帯
の
場
合
は
手
帳
等
の
写
し

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
健
康
福
祉
課
福
祉

係
☎（
６
２
）２
２
８
５
ま
で

臨
時
介
護
支
援
専
門
員
を

募
集
し
ま
す

◆
資
格
／
介
護
支
援
専
門
員

◆
募
集
人
員
／
若
干
名

◆
業
務
内
容
／
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業

務
・
相
談
業
務
な
ど
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
業
務
全
般

◆
勤
務
形
態
／
９
時
～
16
時
45
分（
７
時

間
45
分
）

◆
勤
務
日
／
月
～
金（
週
５
日
）

◆
賃
金
／（
平
成
27
年
度
参
考
）１
日
当
た

り
７
７
５
０
円
　
別
途
通
勤
手
当
有

◆
そ
の
他
／
社
会
保
険
お
よ
び
雇
用
保
険

に
加
入
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
３
月
18
日（
金
）

◆
申
込
方
法
／
履
歴
書（
任
意
）に
資
格
証

明
書（
写
し
）を
添
え
て
健
康
福
祉
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
選
考
後
、
面
接

日
な
ど
を
連
絡
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
☎（
６
２
）２
１
１
４
ま
で

大
江
町
ふ
る
さ
と
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

　
町
で
は
平
成
23
年
度
よ
り
「
大
江
町
ふ

る
さ
と
奨
学
基
金
」
を
創
設
し
、
高
校

生
・
大
学
生
等
の
就
学
を
支
援
す
る
た

め
、
無
利
子
で
奨
学
金
を
貸
与
し
て
い
ま

す
。
左
記
に
よ
り
平
成
28
年
度
の
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
貸
与
を
希
望
す
る

方（
奨
学
生
）は
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
奨
学
金
貸
与
月
額
及
び
募
集
人
員
／

○
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校

：

年
額
20

万
円
以
内
　
10
名
以
内
（
う
ち
新
入
生
５

名
以
内
）

○
大
学
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校
（
専
門

課
程
）

：
年
額
50
万
円
以
内
　
20
名
以
内

（
う
ち
新
入
生
10
名
以
内
）

※
奨
学
生
は
、
毎
年
の
申
請
に
よ
り
「
奨

学
生
審
査
委
員
会
」
の
審
査
を
経
て
決
定

し
ま
す
。

◆
奨
学
生
の
資
格
／
町
内
に
住
所
を
有
す

る
者
な
ど
の
子
弟
で
、
学
習
活
動
、
そ
の

他
生
活
全
般
の
態
度
、
行
動
が
奨
学
生
に

ふ
さ
わ
し
く
、
将
来
良
識
あ
る
社
会
人
と

し
て
の
活
動
が
見
込
め
る
者
で
、
左
記
の

所
得
基
準
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

○
所
得
基
準
　
①
給
与
所
得
の
世
帯

：

３

人
　
８
４
０
万
円
、
４
人
　
９
０
０
万
円
、

５
人
　
９
２
０
万
円
②
給
与
所
得
以
外
の

世
帯

：

３
人
　
４
２
０
万
円
、
４
人
　
４

８
０
万
円
、
５
人
　
５
２
０
万
円

※
世
帯
人
員
が
５
人
を
超
え
る
場
合
に
は
、

一
人
増
す
ご
と
に
30
万
円
を
加
算

※「
特
別
の
事
情
」が
あ
る
場
合
は
、
右
記

所
得
よ
り
一
定
金
額
を
控
除
し
た
後
の
所

得
に
よ
り
ま
す
。

◆
奨
学
金
返
還
な
ど
／
卒
業
後
６
カ
月
を

経
過
し
た
月
の
翌
月
か
ら
、
貸
与
を
受

け
た
奨
学
金
額
に
よ
り
月
賦
ま
た
は
年
賦

（
繰
上
返
済
も
可
）
に
よ
り
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
応
募
方
法
／
「
奨
学
金
貸
与
申
請
書
」

（
大
江
町
教
育
委
員
会
備
付
ま
た
は
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
に
必
要
事
項
を
記

載
し
、
添
付
書
類
と
合
わ
せ
て
４
月
１
日

か
ら
４
月
28
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
教
育
文
化
課
学
校

教
育
係
☎（
６
２
）２
２
７
０
ま
で

善
意
い
た
だ
き
ま
し
た▲秋まつりで大好評の焼きそばとナポリタン

　
こ
の
た
び
、
マ
ル
ハ
ニ
チ
ロ
株
式
会

社
大
江
工
場
よ
り
、
大
江
の
秋
ま
つ
り

出
店
の
際
の
売
上
金
10
万
６
０
０
円
を

町
へ
寄
付
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
今
後
の
町
づ
く
り
の
た

め
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

平成２８年２月号・18

広報おおえ縮刷版第３巻（税込4,000円）は好評発売中です！

※お問い合わせは、総務課情報システム係☎(62)21８７まで



高
齢
者
の
住
ま
い
ト
ラ
ブ
ル

１
１
０
番
を
開
催
し
ま
す

◆
日
時
／
２
月
15
日（
月
）10
時
～
16
時

◆
内
容
／
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
住
宅
、

有
料
老
人
ホ
ー
ム
等
高
齢
者
の
住
ま
い
に

お
け
る
契
約
、
解
約
、
退
去
、
サ
ー
ビ
ス

提
供
、
入
居
一
時
金
、
保
証
人
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
の
電
話
相
談
会

◆
相
談
方
法
／
開
催
時
間
内
に
、
☎
０
５

７
０

－

０
７
３

－

１
６
５
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い（
予
約
は
不
要
で
す
）。

◆
費
用
／
ご
相
談
は
無
料
で
す
。
別
途
通

話
料
が
か
か
り
ま
す
。

よ
り
便
利
に
、
よ
り
快
適
に
、
よ
り

効
率
的
に
。
暮
ら
し
を
豊
か
に
す

る
新
し
い
製
品
が
日
々
登
場
し
続
け
る
中
、

時
代
の
波
に
飲
ま
れ
る
よ
う
に
姿
を
消
し
、

忘
れ
去
ら
れ
て
い
く
も
の
も
枚
挙
に
暇
が

あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
時
代
が
進
ん
で

再
び
価
値
を
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

も
の
も
存
在
し
ま
す
。
例
え
ば
、
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
。
音
楽
を
手
軽
に
聴
い
た
り
録

音
し
た
り
で
き
る
た
め
、
か
つ
て
は
お
馴

染
み
の
メ
デ
ィ
ア
で
し
た
が
、
Ｃ
Ｄ
や
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
販
売
の
普
及
に
よ
っ
て
一
時

期
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
く
な
っ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
近
年
、
大
容
量
の
デ
ー
タ

を
低
コ
ス
ト
で
保
存
で
き
る
媒
体
と
し
て
、

再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
そ
う
で
す
。
多

く
の
人
々
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
も
の
は
、

そ
の
時
代
の
価
値
観
に
よ
っ
て
大
き
く
変

化
し
ま
す
が
、
そ
れ
は
見
る
角
度
に
よ
っ

て
変
わ
っ
た
よ
う
に
思
え
る
だ
け
で
、
実

は
ど
ん
な
も
の
で
も
本
質
的
な
価
値
は
変

わ
ら
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
囃
子
屋

台
や
青
苧
な
ど
、
一
度
失
わ
れ
た
も
の
を

蘇
ら
せ
た
方
々
の
お
話
を
聞
く
と
、
そ
ん

な
ふ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
時

計
が
普
及
し
て
も
ア
ナ
ロ
グ
時
計
が
無
く

な
ら
な
い
よ
う
に
、

今
に
残
る
町
の
文
化

や
景
観
も
、
新
し
い

も
の
と
共
存
し
な
が

ら
い
つ
ま
で
も
あ
り

続
け
て
ほ
し
い
も
の

で
す
。（
伊
藤
智
治
）

編
集
後記

◆
対
象
者
／

○
平
成
29
年
３
月
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
等
卒
業
予
定
者

○
平
成
28
年
３
月
大
学
・
短
大
・
専
門
学

校
等
卒
業
者

○
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
移
住
希
望
者

◆
内
容
／
個
別
企
業
ブ
ー
ス
で
の
相
談
、

寒
河
江
西
村
山
１
市
４
町
の
定
住
支
援
の

相
談
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
寒

河
江
☎（
８
６
）４
２
２
１
ま
で

ら
ふ
ら
ん
す
大
江
職
員
募
集

◆
職
種
／
臨
時
介
護
員
、
臨
時
生
活
支
援

員◆
人
員
／
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

◆
資
格
／
特
に
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
試
験
／
面
接

※
勤
務
開
始
日
、
勤
務
時
間
帯
な
ど
は
相

談
に
応
じ
ま
す
。

※
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ら

ふ
ら
ん
す
大
江
事
務
局
☎（
８
３
）４
８
０

０
ま
で

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
山
形
県
弁
護
士
会

☎
０
２
３（
６
２
２
）２
２
３
４
ま
で

首
都
圏
の
大
学
な
ど
へ
進
学
さ
れ
た

お
子
さ
ん
が
い
る
保
護
者
の
皆
さ
ま
へ

　
「
ふ
る
さ
と
山
形
「
寒
河
江
西
村
山
」
企

業
ガ
イ
ダ
ン
ス
ｉ
ｎ
新
宿
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
の
で
、
首
都
圏
に
住
む
お
子
さ
ん
へ

ぜ
ひ
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
３
月
11
日
（
金
）
13
時
～
15
時

（
12
時
半
受
付
開
始
）

◆
場
所
／
東
京
新
卒
応
援
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

内
「
出
会
い
の
フ
ロ
ア
」
（
東
京
都
新
宿

区
西
新
宿
）

　グリーンカレーやタイ風サラダ

など、みんなで楽しくタイ料理を

作って食べましょう。

◆日時／２月28日㈰　10時～13時

◆場所／大江町保健センター

◆講師／大江町地域おこし協力隊　野木桃子

◆定員／ 20 名

◆参加費／�大人 800円　子ども 500円　

　　　　　未就学児無料　会員無料

※�お申込み・お問合せは、おおえ国際交流協会事務局

(政策推進課内)☎62-211８まで

のご案内

おおえ国際交流協会

「おいしいタイ料理」
世界の料理教室

メール配信サービス
で町の情報を

お届けしています。

ご登録は
  こちらから↓

19・広報おおえ

今月の納税　納期限２月29日（月）　お忘れなく！
固定資産税・都市計画税(第４期)、国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・介護保険料(普通徴収　第８期)



　大好きなＷ . Ａ . モーツァルトの曲を聴くために、このシ
ステムを採用しました。「WE 300B」の真空管を使用した
アンプをパワーアンプで、「ONLIFE U22」をコントロール
アンプとして、スピーカーは「JBL」で鳴らしています。や
わらかく、澄んだ音を再現しています。
　40年前、ＣＤはありませんでしたので、レコードから自
分の理想とする音を求め、気がついたら集めたレコードが
3,000枚になっていました。モーツァルト時代の楽器を使用
し、昔の演奏を再現したレコードもいくつかあります。現代
の楽器とは響きがかなり違い、当時をしのばせます。
　ジャンルを問わないでレコード観賞を楽しんでいます。現
在は、レコードを原盤としてハイレゾ化（高音質デジタル音
源化）に取り組んでいます。

 （望山　小林　薫）

想い出の

My蔵品
まいぞうひん

皆さんの心に残る想い

出の品を、それにまつ

わるエピソードととも

にご紹介します。

★�皆さんの想い出の詰まった「宝物」はありませんか？　懐かしい写真、

　�長年愛用している道具、旅先で購入した記念の品など、なんでも結構です。

総務課情報システム係☎（６２）２1８７まで、ぜひお知らせください。

お誕生おめでとう

区　名　��氏　名　�性別��父母名

顔　好　鈴木　璃
り く

空　男  雄一郎・志歩

美　郷　鈴木　悠
ゆ り

莉　女  洋喜・由希

蛍　水　村上紗
さ ゆ き

由稀　女  和正・祥子

９　区　髙子　　紬
つむぎ

　女  紀彦・紫衣

ご冥福を祈ります

区　名　　氏　名　��年齢

４　区　鴨田まさよ （８９）
６　区　駒林喜知三郎（９０）
１３　区　堀　　のぶ （８８）
９　区　佐竹　勝藏 （８０）
藤　田　鈴木　良教 （８２）
９　区　戸田庄一郎 （７８）
下モ原　齋藤　豊正 （９１）
深　沢　菊地　貞孔 （８８）
久　保　渡邉さだ子 （８９）
堂屋敷　阿部　キヨ （９３）

戸籍のまど
12月16日～１月20日受付分

人口と世帯（前月比）
町の人口　8,699人（ー18）

　　　男　4,289人（ー22）

　　　女　4,410人（＋４）

世 帯 数　2,911戸（ー10）

平成28年２月１日現在

ご結婚おめでとう

　区名・出身地名　　氏　名
　 塩 野 平 　 渡 邉 　 　 貢
　 小 　 見 　 伊 藤 　 　 彩
　 ７ 　 区 　 三 宅 　 真 弘
　 天 童 市 　 武 田 　 友 香
　 蛍 　 水 　 小 野 　 和 憲
　 蛍 　 水 　 安 　 　 今 玉
　 山 形 市 　 斎 藤 　 　 豊
　 伏 　 熊 　 佐 竹 美 智 子
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▲「WE 300B」真空管アンプ

▼これまでに集めたレコードの一部

▲レコードプレーヤー
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※掲載を希望しない場合は、

　届け出の際にお申し出ください。


